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た。着色においては、アンバー赤とアンバー黒の2色を重ね
るのみとし、立体に現れる陰影によるかたちの表出を心が
けた。今回の研究が今後の制作活動の起点となることや展
望の意をこめて「明日の詩」と名付けた。
③ 「風薫る」
182㎝×55㎝×40㎝　　ポリエステル樹脂
新緑の季節には木枯らしの木々が芽吹き、鮮やかな緑に
染まり、爽やかな風が吹き抜ける。新芽は小さく弱々しく
見えるが、内に秘めた力強さで成長していくことであろ
う。植物が成長していく様や自然の偉大さを少女の心や姿
に重ね、様々な不安を持ちながら強い覚悟で成長しようと
する少女の心を表現した。今は弱々しく見える少女の心
（植物）が加速的に成長していく速度感や風が吹く爽快感
を表現するために、肉付きを極限まで削り落とし細身の像
とした。また、量の構築では、ムーブマン（動勢）が地面
から頭部まですっと伸びるように、直線的に構成した。着
色は、少女が秘めた幾重もの想いと木枯らしの木々の状態
を表現するために発色のよい金、銅など金属系顔料を下地
として塗り重ね、表面にアンバー赤、アンバー黒など茶系
の顔料を重ねる方法をとった。また、乾燥した表面の顔料
を磨き削り取ることによって、幾重にも重ねた顔料の色み
の変化を出し色彩による表情を出した。
Ⅱ．日展の鑑査結果
前述の作品3点は、日展の公募展に出品し鑑査を受けた
作品である。鑑査結果は以下の通りであった。
①水のささやき―蛍―　第38回日展　入選
第38回日展　
会期：2006年11月2日～11月24日　
場所：東京都美術館　
②明日の詩　第39回日展　入選
第39回日展
会期：2007年11月2日～12月9日
場所：国立新美術館
③風薫る　第40回日展　入選
第40回日展
会期：2008年10月31日～12月7日
場所：国立新美術館
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